
 

 

 
 
 

二
〇
一
九
年
度 

説
話
文
学
会
大
会
の
ご
案
内 

  

説
話
文
学
会
二
〇
一
九
年
度
大
会
を
以
下
の
要
領
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
参
加
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

日 

時 
 

二
〇
一
九
年
六
月
二
九
日
（
土
）
・
三
〇
日
（
土
） 

 

会 

場 
 

名
古
屋
大
学 

東
山
キ
ャ
ン
パ
ス 

野
依
記
念
学
術
交
流
館 

〒
四
六
四-

八
六
〇
一 

愛
知
県
名
古
屋
市
千
種
区
不
老
町 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
五
二-

七
八
九-

五
九
九
三
（
説
話
文
学
会
事
務
局
） 

 
 
 
 
 
 

名
古
屋
市
営
地
下
鉄
・
名
城
線
「
名
古
屋
大
学
」
駅
下
車 

 
h

ttp://w
w

w
.n

agoya-u
.ac.jp/access-m

ap/in
dex.h

tm
l  

 

※
詳
細
は
別
紙
チ
ラ
シ
地
図
参
照 

 

六
月
二
九
日
（
土
） 

会
場 

野
依
記
念
学
術
交
流
館 
二
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ホ
ー
ル 

委 

員 

会     [

一
二
時
〇
〇
分
～
一
三
時
〇
〇
分]  

会
場 
野
依
記
念
学
術
交
流
館 

一
階
情
報
閲
覧
室 

受
付
開
始 

 
 [

一
三
時
三
〇
分
～] 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム [

一
四
時
〇
〇
分
～
一
七
時
三
〇
分]  

共
催
：
名
古
屋
大
学
高
等
研
究
院 

名
古
屋
大
学
人
文
学
研
究
科
附
属
人
類
文
化
遺
産
テ
ク
ス
ト
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

名
古
屋
大
学
・
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
・
最
先
端
国
際
研
究
ユ
ニ
ッ
ト 

「
文
化
遺
産
と
交
流
史
の
ア
ジ
ア
共
創
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
」
（
研
究
代
表
者
：
近
本
謙
介
） 

龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー 

 

開
会
の
辞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
律
を
め
ぐ
る
宗
教
的
環
境
と
説
話
文
学
と
の
架
橋
」 

鎌
倉
期
戒
律
復
興
の
実
像
―
泉
涌
寺
僧
が
果
た
し
た
役
割 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

泉
涌
寺
宝
物
館 

 
 
 

西

谷 

功 

南
都
に
お
け
る
宋
代
新
潮
仏
教
の
流
入
と
復
古 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

龍

谷

大

学  
 
 

大
谷 

由
香  

称
名
寺
の
説
話
資
料
と
律 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫 

 
 
 

高
橋 

悠
介 

 

北
京
・
南
都
に
お
け
る
律
の
展
開
と
交
差
を
め
ぐ
る
史
料
と
言
説 

 
 
 
  
 
 
 

名
古
屋
大
学  

 
 

近
本 

謙
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー 

 
   

名
古
屋
大
学 

 
 
 

近
本 

謙
介 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー  

 
 
 

龍

谷

大

学 
 
  

野

呂 

靖 

 
 

学
習
院
女
子
大
学 

  

土
屋 

有
里
子 

懇 

親 

会     [

一
八
時
〇
〇
分
～]  

 

会
場 

野
依
記
念
学
術
交
流
館 

一
階 

 

会
費
五
〇
〇
〇
円
（
院
生
三
〇
〇
〇
円
） 

＊
当
日
、
懇
親
会
会
場
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 



 

 

六
月
三
〇
日
（
日
） 

会
場 

野
依
記
念
学
術
交
流
館 

二
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ホ
ー
ル 

受
付
開
始     [

九
時
〇
〇
分
～] 

研
究
発
表
会 

 
[

九
時
三
〇
分
～
一
六
時
五
〇
分]  

 

研
究
発
表
会
（
午
前
の
部
） 

[

九
時
三
〇
分
～
一
一
時
四
五
分] 

『
高
野
山
往
生
伝
』
に
お
け
る
密
教
と
浄
土
教
―
中
世
高
野
山
信
仰
に
つ
い
て
の
一
考
察
― 

名
古
屋
大
学
博
士
研
究
員   

郭

 

佳

寧 

『
古
事
談
』
と
『
今
鏡
』
の
関
係
に
つ
い
て
―
直
接
関
係
説
の
否
定
― 

 

二
松
学
舎
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程   

鈴
木 

和
大 

大
江
匡
房
と
藤
原
基
俊 

慶
應
義
塾
大
学   

佐
藤 

道
生 

総
会 

[

一
一
時
五
〇
分
～
一
二
時
五
〇
分] 

昼
食 

[

一
二
時
五
〇
分
～
一
三
時
五
〇
分] 

研
究
発
表
会
（
午
前
の
部
） 

[

一
三
時
五
〇
分
～
一
六
時
五
〇
分] 

『
徒
然
草
』
第
一
六
二
段
考
―
承
仕
法
師
の
罪
と
罰
― 

京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校
非
常
勤
講
師   

池
上 

保
之 

『
寺
徳
集
』
の
構
成
―
園
城
寺
・
寺
内
伝
来
本
を
手
掛
り
に
― 

北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校   

石
井 

行
雄 

今
出
河
一
友
に
よ
る
石
上
神
宮
由
緒
記
の
生
成
―
「
家
の
由
緒
」
と
の
連
関
― 

桃
山
学
院
大
学
共
通
教
育
機
構   
向
村 

九
音 

光
秀
の
連
歌
と
明
智
が
妻
の
咄
―
説
話
に
見
る
連
歌
興
行
― 

 

帝
塚
山
学
院
大
学
名
誉
教
授   

鶴
﨑 

裕
雄 

閉
会
の
辞   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                 

名
古
屋
大
学    

近
本 

謙
介 

 

＊
同
封
の
は
が
き
に
て
、
出
欠
と
二
日
目
の
お
弁
当
の
要
・
不
要
の
い
ず
れ
か
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
懇
親
会

会
費
（
五
〇
〇
〇
円
、
院
生
三
〇
〇
〇
円
）
と
お
弁
当
代
金
（
一
〇
〇
〇
円
）
は
、
当
日
そ
れ
ぞ
れ
現
金
に
て
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。 

＊
六
月
二
十
九
日
（
土
）
十
二
時
～
十
三
時
に
、
一
階
情
報
閲
覧
室
に
て
委
員
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
委
員
の
方
は
ご

出
席
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
下
さ
い
。 

説
話
文
学
会
事
務
局 

 
 

名
古
屋
大
学
人
文
学
研
究
科
附
属
人
類
文
化
遺
産
テ
ク
ス
ト
学
研
究
セ
ン
タ
ー
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〒
四
六
四-

八
六
〇
一 

愛
知
県
名
古
屋
市
千
種
区
不
老
町 

              
 

  
 
 

電
話
〇
五
二-

七
八
九-

五
九
九
三 

 

メ
ー
ルsetsuw

abu
n

gaku@
gm

ail.com
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp://w

w
w

.setsuw
a.org 


